
竣工から１１４年目、ネオバロック様式のトーハク表慶館

外観も見どころ満載だが、内部の凝りに凝った数々の意匠は明治時代の底力を感じさせる

　

今
回
取
り
上
げ
る
の
は
、
１
９
０
８
（
明
治
41
）
年
に
竣
工
し
た
、
東

京
国
立
博
物
館
・
表
慶
館
だ
。

　

東
京
国
立
博
物
館
・
表
慶
館
は
大
正
天
皇
の
皇
太
子
時
代
に
、
ご
成
婚

記
念
の
建
物
と
し
て
１
９
０
０
（
明
治
33
）
年
に
計
画
さ
れ
た
も
の
。
設

計
は
東
宮
御
所
（
現
・
赤
坂
迎
賓
館
）
の
設
計
も
担
当
し
た
建
築
家
の
片

山
東
熊
が
行
っ
た
。
以
前
に
こ
の
欄
で
ご
紹
介
し
た
、
東
京
国
立
博
物
館

の
初
代
本
館
の
設
計
を
担
当
し
た
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
は
、
片
山
東

熊
の
師
匠
に
当
た
る
。

　

表
慶
館
は
赤
坂
迎
賓
館
と
も
似
た
フ
ォ
ル
ム
を
し
て
お
り
、
中
央
お
よ

び
左
右
に
ド
ー
ム
屋
根
を
配
し
た
ネ
オ
バ
ロ
ッ
ク
様
式
が
特
徴
的
だ
。

　

ま
た
、
入
口
の
左
右
に
配
さ
れ
て
い
る
２
頭
の
ラ
イ
オ
ン
像
は
、
神
社

の
狛
犬
に
も
似
た
配
置
で
、
実
際
、
狛
犬
と
同
様
に
２
頭
の
ラ
イ
オ
ン
の

口
が
「
阿
吽
」
の
形
に
な
っ
て
い
る
（
ラ
イ
オ
ン
像
の
作
者
は
明
治
時
代

の
著
名
な
彫
刻
家
・
大
熊
氏
広
）。

　

建
築
史
的
に
は
明
治
時
代
末
期
の
洋
風
建
築
を
代
表
す
る
も
の
と
の
評

価
が
な
さ
れ
て
お
り
、
１
９
７
８
（
昭
和
53
）
年
に
は
、
国
の
重
要
文
化

財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
老
朽
化
の
た
め
に
雨
漏
り
な
ど
の
不
具
合
が
生
じ

た
た
め
、
２
０
０
５
（
平
成
17
）
年
度
い
っ
ぱ
い
を
か
け
て
補
修
（
と
く

に
屋
根
の
修
理
、
展
示
室
内
部
の
壁
面
の
塗
り
替
え
な
ど
）
を
実
施
。
２

０
０
６
年
度
か
ら
再
び
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

と
く
に
壁
面
の
塗
装
は
創
建
当
時
に
近
い
色
を
再
現
、
ド
ー
ム
内
部
の

天
井
画
の
塗
料
の
剥
落
も
ま
っ
た
く
な
く
な
っ
た
ほ
か
、
床
に
敷
き
詰
め

ら
れ
た
大
理
石
は
フ
ラ
ン
ス
産
と
い
う
本
格
派
。

　

創
建
当
時
の
雰
囲
気
が
そ
こ
か
し
こ
で
楽
し
め
る
。
明
治
時
代
の
建
築

ら
し
く
重
厚
か
つ
モ
ダ
ン
な
意
匠
に
満
ち
て
い
る
（
未
知
草
）
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